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1. 教科書を読むこと
勉強法として「予習→授業→復習」という黄金

のサイクルを回すことが必要だ,といろんなところで
言われたと思います。

数学の予習としては, 「10分で良いから教科書を
読みましょう」と 1年生向けのガイダンスで話をし
ました。皆さんできていますか？

さて,教科書を「ちゃんと」読むのは実は以外と難
しい。なんとなく目を通すだけで読んだ気になって

しまう。でも,「授業の予習として」という観点から
はあまり役に立たない。もちろん何もしないより遥

かに良いわけですが・・・。

数学の場合は何となく苦手意識などがあって読み

進めようとしてもあまりうまくいかない,ということ
があるかもしれません。そこで,漫然と読み流してし
まわないように,注意するポイントをいくつか考えて
みましょう。

1.1. 用語等は正しく理解できているか？

この数楽通信の vol.1で書きましたが,正しい言葉
の理解は大切なことです。文章を読んでいて,その言
おうとしている内容が頭に入ってきていますか？ も

し,あやふやなところがあれば,ちゃんと調べるよう
にしましょう。

1.2. 数式に対して繊細でいよう

公式等が出ているとき,どうやってその式が導かれ
たのか,ちゃんと追いかけよう。また,例題やその練習
問題, 傍用問題集で出てくる類題の 類似点と相違点
を意識しよう。現れる数式に常に何らかの意識を向

けておくことにより,今後の計算などの際に「見たこ
とある」とか「こうやって変形したよね」など,これ
まで学んできたことの再現性が高まります。

1.3. やっぱり手を動かした方が良い

用語などは正しく理解していても,やっぱり内容が
あまり入ってこないことは十分にあり得る。そんな

とき,「よくわからない」ことをサッとノートに書き
留める。式変形も少し疑問に思うことがあったりし

たら,ノートに書いて計算を追っかけてみる。数学で
は「考えること」＝「手を動かすこと」です。沈思黙

考なんてのは時間のムダ。

　

2. QFT*創刊号のQuestについて (2)
（*これから “QUEST FOR TRUTH”を「QFT」って表
記しますね。）

まずは手を動かして実験してみたでしょうか？「実

験」という言葉を使いましたが,もちろん何か器具を
使って物質の変化の様子を見る, なんてことではな
い。p, qに具体的な素数の値を代入してみて pq + qp

が素数になるかどうかをいくつか計算してみる,とい
うことです。

実験する前に,「素数」って何だっけ？ ちゃんと言
えますか？ 素数とは「1より大きい整数で, 1と自分
自身以外の（正の）約数を持たないもの」です。ち

なみに素数ではない整数のことを「合成数」と呼び

ます。

具体的に素数を小さい順に挙げていくと

2, 3, 5, 7, 11, 13, 17, . . .

ですね。p, q にこれらの数を代入して計算してみま
しょう。p = qとして考えてみる。

p = q = 2とすると

pq + qp = 22 + 22 = 8（偶数）

p = 3, q = 2とすると

pq + qp = 32 + 23 = 9 + 8 = 17 素数だ！
p = 5, q = 2とすると

pq + qp = 52 + 25 = 25 + 32 = 57—(1)
p = 7, q = 2とすると

pq + qp = 72 + 27 = 49 + 128 = 177—(2)
p = 11, q = 2とすると

pq + qp = 112 + 211 = 121 + 2048 = 2169—(3)
p = q = 3とすると

pq + qp = 33 + 33 = 27 + 27 = 54（偶数）

p = 5, q = 3とすると

pq + qp = 53 + 35 = 125 + 243 = 368（偶数）

こんな感じで実験してみる。ここまでやって,何か
わかることはありますか？ 番号を振った数 (1)～(3)
はどんな数ですか？ ピンとこない人は教科書・数学

Ａの整数分野にある倍数の判定のところを見てくだ

さい。

規則性がわかればこの問題の答えが 1個しかない
ようだって気づくはず。

求められているのは, 17以外に答えはないことを
正しく論述できるかどうか（2年生以上）です。

【解答は後日】




